
提案事項 (注1)

提案の理由

目標額の設定根拠

新会費の算出根拠

会員区分 2015年度末時点の会員数(人) 従来の年会費(円) 2015年度年会費収入

TREE（学生）正 4 3,500 14,000

TREE（学生）準 6 3,000 18,000

ROOT（社会人）正 14 5,500 77,000

ROOT（社会人）準 5 5,000 25,000

 SPRING 111 5,500 610,500

合計 140 ― 744,500

会員区分 2016年度の予想会員数(人) 従来の年会費(円) 従来の制度より見込まれる年会費収入

TREE（学生）正 3 3,500 10,500

TREE（学生）準 3 3,000 9,000

ROOT（社会人）正 17 5,500 93,500

ROOT（社会人）準 3 5,000 15,000
活動会員以外(主にＳＰＲＩＮＧ) 112 5,500 616,000

合計 138 ― 744,000

減少額 744,000－744,500＝ -500

年間目標約１０２万円まで約２８万円不足

会員区分 2016年度の予想会員数(人) 新制度の年会費(円) 新制度より見込まれる年会費収入

TREE（学生） 6 3,000 18,000

ROOT（社会人） 20 10,000 200,000

活動会員分の合計 26 ― 218,000

活動会員以外(主にＳＰＲＩＮＧ) 112 5,500 616,000

合計 138 ― 834,000

増加額 834,000－744,500＝ 89,500

年間目標約１０２万円まで約１９万円不足

　   　（注1）活動会員:A SEED JAPANの事業に参加し活動中の会員　

会員制度・会費の変更（案）

・マンスリーサポーター制度の寄付金は最低年間6,000円（月額500円）です。

それに対し、ASJで活動することはただ寄付をする事以上の大きな付加価値があり、現在活動している社会人会員であれば、少なくとも年間10,000円程度

の意義を、ASJに感じているのではないかと考えました。

・学生会員の会費については、学生会員が社会人会員より少ないという現状を踏まえ、従来よりも低額に抑えました。

・また、現在のASJの活動の主力がエコ貯金チーム及びFFGJプロジェクトであることから、今後も社会人会員の増加が見込まれるため、社会人会員の会費

を上げる事でより効果的にASJの財政を改善することができます。

①助成金に大きく依存した財務体質の改善

2015年度総収入約1,300万円のうち、助成金収入が58％の約750万円を占めており、今後はアースデイ東京の受託収入が無くなるため、助成金収入の割合

増加が見込まれます。

②マンスリーサポーター制度立ち上げに伴う寄付金と会費のバランス改善

現状では、会員会費がマンスリーサポーターの最低寄付金額（年間6,000円）より低く設定されています。

③今後の事務局スタッフ増員の方針を踏まえた事務所家賃等の財源確保の必要性

現状では事務局長一人に大きな負担を掛けている事やFFGJプロジェクトの拡大等のために事務局スタッフの増員が検討されており、その人件費確保ために

既存の財源で対応した場合、事務所家賃等の固定費の財源確保が必須になります。

④会員数の減少による会費収入の減少

ＡＳＪの個人会員総数は、2013年度543人、2014年度164人、2015年度140人と減少傾向にあり、それに伴い会費収入も減少しています。(注2)

年間会費収入目標額 1年分の事務所家賃等：総額約102万円　(注3)

・新事務所を主に利用しているのは活動会員であり、MTG等で毎月使用することで活動が成り立っています。（注3）

その点を踏まえると、固定費である事務所家賃等年間約102万円は、会員会費、特に活動会員が場所代としてより負担を大きくすることが望ましいのでは

ないでしょうか。（現行の会費制度では、2015年度末時点の会員会費は年間約74万円、うち活動会員分は約14万円。）

・加えて、家賃等の事務所運営に必要な固定費は助成金の対象になりづらい傾向があり、資金調達の見通しが立たなくなることを避けるためにも会費収入

で賄う事で財政が安定します。

・また、寄付やマンスリーサポーター制度で賄うという考え方もありますが、それらの収入はASJの事業に対する期待という性格が強く、事業を行うかど

うかに関わらず発生する固定費は現活動会員が負担する方が適切であると考えます。

従来の会費制度に

よる2015年度実績

従来の会費制度に

よる2016年度予想

(注3)1年分の事務所家賃等の内訳：家賃及び共益費＿約84万円、複合機利用代＿約12万円、水道光熱費＿約6万円

新会費制度案に

よる2016年度予想

(注2)参照：2014年度活動報告＿2014年度会員内訳

・社会人の活動会員会費について10,000円に変更(正会員・準会員共通)(但し、入会初年度に限り会費を5,000円とする。)

・学生の活動会員会費について3,000円に変更(正会員・準会員共通)


